
例: Machine.jmp (ヘルプ > サンプルデータ) 

混合モデル分析

混合モデルは、少なくとも 1つの要因が変量効果として指定された分散分析や回帰分析のモデルで使用しま
す。JMP Proでは混合モデルをあてはめる場合に追加のオプションが利用できます。以下の例は、無作為に選
ばれた 6人が 3つの異なる機械で測定した場合のバランスが取れていないデータです。

線形混合モデル分析

1. 分析 > モデルのあてはめを選択します。

JMP Proの場合、混合モデルをあてはめる場合、手
法から混合モデルを選択します。

以降は JMPでの混合モデルの手順を説明します。

2. 応答の追加: 列の選択から、連続変数（青い三角のアイ
コン）を選択し、Y をクリックします。

3. モデル効果の追加: 変数を選択して追加（モデル効果の
構成以下）をクリックします。交互作用を指定するには、複数の列を選択した状態で交差をクリックします。

4. 変量効果の指定: モデル効果を選択してから、属性の横にある赤い三角ボタンから変量効果を選択します。
ここでは、「担当者」を変量効果に指定します。そのため、交互作用「機械*担当者」も変量効果とします。

5. デフォルト値の状態で（方法が REMLで分散成分の範囲制限なしを選択）、実行をクリックします。

デフォルトで、JMPはあてはめの要約の表、REML法
による分散成分推定値等を表示します。追加のオプシ

ョンは一番上の赤い三角ボタンから使えます。

ヒント:  

• REML（制限最尤法）は EMS（モーメント法）よりも推奨の方法です。REMLは推定値が適切に縮小され、標
準誤差が適切にスケールされます。

• 分散成分の範囲制限なしは分散成分の推定のデフォルトの方法です。このチェックを外すと、分散成分は

負ではない値に制限されます。

• 分散成分のみ推定する場合、分散成分のみ推定にチェックを入れてください。

• JMPは複合対称（例えば、相関が一定の場合）の単純な相関行列を想定とします。

注意: JMPおよび JMP Proでの混合モデルのあてはめの詳細について知りたい場合、JMPのヘルプか基本的
な回帰モデル（ヘルプ > ドキュメンテーション以下）で「混合」を検索して確認してください。
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解釈: 

1. 分散成分推定値: 推定分散値の合計は 37.56で、次の 3つの
成分に分解できます:  担当者(22.46 で 59.8%)、機械*担当者
(14.23で 37.9%) 、残差 (0.87で 2.3%)。

2. 固定効果の検定: 固定効果（機械）の p値は 0.0003になりま
す。 Kenward-Rogerの F 検定が使用されます。


